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燃料噴射ｴﾝｼﾞﾝ動力計
ご注意事項

重要注意事項

※ご使用前に併せて動力計「取り扱い説明書」、Fi電子制御燃料噴射ｼｽ
ﾃﾑ「取り扱い説明書」を必ずお読みください。
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「Fi電子制御燃料噴射ｴﾝｼﾞﾝ動力計 」

「 はじめに 」

このたびは、当社の電子制御燃料噴射ｴﾝｼﾞﾝ動力計・ﾍﾞﾝﾁ用ﾃﾞｰﾀ収集ｼｽﾃﾑをご選択頂きましてまこと
にありがとうございました。

「 FI 電子制御燃料噴射ｼｽﾃﾑと動力計ｿﾌﾄｳｴｱの通信について 」

Fi電子制御燃料噴射ｼｽﾃﾑのECU（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）とﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ（PC）は1本のｼﾘｱﾙｹｰﾌﾞﾙで接続されて
いるため、動力計ｿﾌﾄｳｴｱとFiｼｽﾃﾑ設定ｿﾌﾄｳｴｱを同時にお使いになる場合、次頁に示す制限がござい
ます。ご一読くださいますようお願いいたします。

動力計ﾃﾞｰﾀ収集・ｺﾝﾄﾛｰﾙｿﾌﾄｳｴｱはFiｼｽﾃﾑから受信した値を使って、燃料消費率 cc/h、燃料消費率
g/kWh、充填効率 % を計算しています。計算式についてP4でご説明いたします。

「 お問い合わせ等 」

なお、本ｼｽﾃﾑの取り扱い上のご質問や、不明な点がございましたら下記連絡先までお問い合わせくだ
さい。また、使用上お気づきになられた点などもお知らせくだされば、今後の開発の参考にさせていただ
きたいと思いますので、何卒ご協力のほどをお願い申し上げます。

<お問い合わせ先>

FCデザイン株式会社

〒735-0006 広島県安芸郡府中町本町2-1-48
Tel：(082)287-0211
Fax：(082)287-0212
Mail：info@fc-design.com

Copyright (C) fc-design
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Fi電子制御燃料噴射ｿﾌﾄｳｴｱ
Setting Workbench

動力計ﾃﾞｰﾀ収集・ｺﾝﾄﾛｰﾙ ｿﾌﾄｳｴｱいずれか一方と
のみ通信できる。

「Fi電子制御燃料噴射ｼｽﾃﾑとPCの通信について」

Fi電子制御燃料噴射ｼｽﾃﾑ
ECU（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）

Fi電子制御燃料噴射ｼｽﾃﾑのECU（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）とPCは1本のｼﾘｱﾙｹｰﾌﾞﾙで接続されています。このｹｰﾌﾞﾙを、
動力計ｿﾌﾄｳｴｱとFIｼｽﾃﾑの設定ｿﾌﾄｳｴｱが共用しておりますので、両方のｿﾌﾄｳｴｱと同時に通信する事
はできません。 たとえば、Fiｼｽﾃﾑ設定ｿﾌﾄｳｴｱで燃料噴射の設定をしたり、ﾃﾞｰﾀﾓﾆﾀ機能で空燃比の状
態を確認したい場合、動力計ｿﾌﾄｳｴｱとFiｼｽﾃﾑの通信を停止する必要があります。

これには、いったん動力計ｿﾌﾄｳｴｱの接続を、「切断」ﾎﾞﾀﾝで停止して、ﾒﾆｭｰの「設定」→「Fi通信を使用
する。」をｸﾘｯｸし、ﾁｪｯｸをはずしてください。これにより動力計ｿﾌﾄｳｴｱは動力計ｺﾝﾄﾛｰﾗのみと通信し、Fiｼ
ｽﾃﾑECUは設定ｿﾌﾄｳｴｱと通信することが可能になります。ふたたび動力計ｿﾌﾄｳｴｱでFiｼｽﾃﾑとの通信を
使用する場合は、一度通信を停止し同じくﾒﾆｭｰの「設定」→「Fi通信を使用する」をｸﾘｯｸし、ﾁｪｯｸを入れて
ください。

なお、動力計ｿﾌﾄｳｴｱは以下の表示・保存値をFi通信で受信したﾃﾞｰﾀを使用して計算しています。その
ため「Fi通信を使用する。」を選択しない場合、以下の数値は不定値となり、使用できません。
ご注意ください。

○ Fi回転速度 r.p.m.
○ Fi噴射時間 msec
○ 燃料消費率 cc/h
○ 燃料消費率 g/kWh
○ 空気流速 cc/sec
○ 充填効率 %
○ Fi温度 deg.C.
○ Fi吸気圧 kPa
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動力計ﾃﾞｰﾀ収集・ｺﾝﾄﾛｰﾙｿﾌﾄｳｴｱ(以降、動力計ｿﾌﾄｳｴｱ
と表記)で「Fi燃料噴射ｼｽﾃﾑ」との通信を行う場合、前ﾍﾟｰ
ｼﾞの手順で設定を有効にしてください。

通信の開始、停止は動力計ｺﾝﾄﾛｰﾗと動力計ｿﾌﾄｳｴｱの通
信の開始、停止と同期して行なわれます。

動力計ｿﾌﾄｳｴｱのﾒｲﾝﾌｫｰﾑのﾂｰﾙﾊﾞｰにある[接続]ﾎﾞﾀﾝ、
もしくはﾒﾆｭｰのﾌｧｲﾙ→接続をｸﾘｯｸします。

接続を停止する場合は[切断]ﾎﾞﾀﾝ、もしくはﾒﾆｭｰのﾌｧｲ
ﾙ→切断をｸﾘｯｸします。

通信が開始されると、ﾒｰﾀや受信ｸﾞﾗﾌが動作し、ｸﾞﾘｯﾄﾞﾌｫｰﾑに数値が表示されます。

Fiの通信が成立すると、ﾎﾞﾀﾝ類の下側にある[ Fi ]のﾗﾝﾌﾟが緑色に変わります。

通信中にFiｼｽﾃﾑとの通信ｴﾗｰが発生した場合は、ﾒｯｾｰｼﾞの表示とともにこのﾗﾝﾌﾟが灰色の表示となりま
す。
この場合、前頁で記しているﾃﾞｰﾀ類の数値は無効になりますのでご注意ください。

再びFiｼｽﾃﾑとの通信を開始するには、「切断」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし、一度動力計ｺﾝﾄﾛｰﾗ⇔動力計ｿﾌﾄｳｴｱの通
信を停止し、再度「接続」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして通信を開始してください。

接続が回復しない場合には、動力計ｿﾌﾄｳｴｱを一度終了し、動力計ｺﾝﾄﾛｰﾗ、Fiｼｽﾃﾑの電源をOFF→ON
と一度ﾘｾｯﾄしてから再び動力計ｿﾌﾄｳｴｱを起動してください。

この操作を行っても開始しない場合は、以下の原因が考えられます。

○ 起動順序が間違っていたのでﾎﾟｰﾄが有効になっていない。

→ 動力計説明書の「起動順序」の項目をお読みいただきい、正しい順序で起動してください。

○ USBの接続ﾎﾟｰﾄが違っているため、COM番号が違っている。

→ 「ｼﾘｱﾙｲﾝﾀﾌｪｰｽについて」の項目をお読みいただき、ﾎﾟｰﾄ番号を変更してください。

通信が成立するとｲﾝｼﾞｹｰﾀは緑になりま
す。通信していないﾕﾆｯﾄ（使用していな
いﾕﾆｯﾄ）のﾗﾝﾌﾟはｸﾞﾚｰのままになります。
DYN＝動力計ｺﾝﾄﾛｰﾗ

「Fi電子制御燃料噴射ｼｽﾃﾑとPCの通信について」

「 動力計ﾃﾞｰﾀ収集・ｺﾝﾄﾛｰﾙｿﾌﾄｳｴｱとの通信 」
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燃料消費率、cc/hは以下のように計算しています。

燃料消費率 cc /h = 1時間あたりの噴射回数 ( st/h ) * 1噴射あたりの噴射量 ( cc/st )

一時間あたりの噴射回数 ( st/h) = Fi 回転速度 ( r.p.m. ) / 2 * 60

1噴射あたりの噴射量 ( cc/st ) = ｲﾝｼﾞｪｸﾀ容量 ( cc/min ) / 60 * Fi噴射時間 (msec) / 1000

ｲﾝｼﾞｪｸﾀ容量 ( cc/min ) は、動力計ﾃﾞｰﾀ収集・ｺﾝﾄﾛｰﾙｿﾌﾄｳｴｱ の画面、測定設定ﾌｫｰﾑの定数等のﾀﾌﾞ
の中に設定項目があります。

以下この数値を使い計算を行ないます。

燃料消費率 ( g/kWh ) = 燃料消費率 ( cc/h ) * 燃料密度 ( g/cc ) / 出力 ( kW )

空気流量速度 ( cc/sec ) =燃料流量速度 ( cc/h ) / 3600 * 燃料密度 * 空燃比 / 空気密度

充填効率 ( % ) = ｻｲｸﾙ係数 / 排気量 / 回転速度 * 60 * 空気流量速度 * 100

赤の文字は設定値で、動力計ﾃﾞｰﾀ収集・ｺﾝﾄﾛｰﾙｿﾌﾄｳｴｱ の画面、測定設定ﾌｫｰﾑの定数等のﾀﾌﾞの中
に設定項目があります。

このため、Fiとの通信を使用していない場合これらの数値の表示値、保存値は最終的に更新した値のま
ま更新されない不定値となりますのでご注意ください。

「燃料消費率の計算 ～ Fi電子制御燃料噴射ｼｽﾃﾑとの通信について」
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【付表】 「 FI 電子制御燃料噴射ｼｽﾃﾑ配線図 」

ｼｽﾃﾑの詳細につきましては、Fi電子制御燃料噴射ｼｽﾃﾑ説明書をご参照ください。


